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おきぎんふるさと振興基⾦ 第 30 回（2020 年度）助成事業 
「琉球辞令書集成のための基礎的研究」事業報告書 

 
                             2022 年 11 ⽉ 1 ⽇ 

琉球辞令書研究会 
⿇⽣ 伸⼀ 
⼭⽥ 浩世 
濵地 ⿓磨 

 
はじめに（研究⽬的など） 

琉球辞令書とは、王府および地⽅の役⼈・神⼥などの任命や給与授与などを記載した国王
発給⽂書である。琉球辞令書の史料的価値でもっとも重要な点は同時代史料であり、とりわ
け同時代史料の少ない古琉球期の琉球史研究で重視されてきた史料のひとつである。また、
現在のところ 1523 年から 1878 年までのおよそ 350 年にわたって発給が確認できる史料で
もあり、琉球王国の運営実態を解明する上で⾒逃してはならない史料である。 

このように、辞令書は琉球王国の国家運営の基本史料であり、辞令書の研究は、そのまま
⾸⾥城のソフト⾯での再建を⽀えるものとなることが期待される。また、奄美地域を含め、
琉球諸島全域にわたる地⽅⾏政の運営や村落祭祀を考えるうえで琉球辞令書の持つ情報は
有⽤であり、本プロジェクトで取りまとめたデータは、将来的に地域振興の基礎的な史料と
なるだろう。 
 以上のように、琉球沖縄の歴史や⽂化を明らかにする基礎史料が琉球辞令書であると⾔
えるが、これまでフルテキスト化を含め、辞令書の全体像が⽰されたことはなかった。たし
かに沖縄県教育委員会編『辞令書等古⽂書調査報告書』（沖縄県教育委員会 1979 年）など
が公表されてきたが、新しい辞令書の「発⾒」もあるため、情報をあらためて更新する必要
があり、そのなかでも琉球辞令書の所在確認調査は喫緊の課題である。 

そこで、わたしたちは、これまでにまとめたデータをもとに本調査を踏まえて辞令書⼀覧
を刷新し、細⽬ごとに情報のデータベースを作成した。あわせて現状確認できる辞令書のフ
ルテキスト化を完成させた。本研究成果を通して琉球の歴史・⽂化を再確認するための基盤
となることを期待したい。 
 
１．活動概要 
当初計画では県外出張を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の拡⼤に伴う渡航
制限の影響を受けて、調査が思うように実施できない状況となった。そのため、沖縄県内お
よび沖縄島内の調査を中⼼に実施しつつ、これまでの先⾏研究や資料集・図録などに掲載さ
れた辞令書の情報を収集し、辞令書のデータベースを作成する作業を⾏った。また、調査予
定だった辞令書に関しては、デジタルデータの収集など実地調査以外の⽅法で実施した。調
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査⽇程はつぎの通りである。 
①宮古島調査 
［調査⽇程］2021 年 10 ⽉ 16⽇ 
［調査地］宮古島市総合博物館 
［調査辞令書］ 

   
○「忠導⽒狩俣⾸⾥⼤屋⼦⽞安宛辞令書」 ○「向裔⽒狩俣⾸⾥⼤屋⼦朝祥宛辞令書」 

（宮古島市総合博物館所蔵）        （宮古島市総合博物館所蔵） 
＊画像はコピー防⽌のため網掛け処理をしている。 

［調査概要・所⾒］ 
・資料の実⾒および写真撮影をおこなった。 
・朱印の押印は、墨書きの上からであることをマイクロスコープで確認した。 
・⾸⾥之印が本⽂冒頭の「⾸⾥」と「年号」の書き位置が揃えられている点を確認した。 
 
②⽯垣島調査 
［調査⽇程］2021 年 10 ⽉ 21 ⽇から 22 ⽇ 
［調査地］⽯垣市⽴⼋重⼭博物館 
［調査辞令書］ 

  
○「⻑栄⽒桃原与⼈真般宛辞令書」  ○「前⼤阿⺟嫁まひなま宛辞令書」 
⽯垣市⽴⼋重⼭博物館所蔵      ⽯垣市⽴⼋重⼭博物館所蔵 

＊画像はコピー防⽌のため網掛け処理をしている。 
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○「⼥⼦いんつめい宛辞令書」    ○「夏林⽒⿊嶋⾸⾥⼤屋⼦賢保宛辞令書」 

（⽯垣市⽴⼋重⼭博物館所蔵）     （⽯垣市⽴⼋重⼭博物館所蔵） 
＊画像はコピー防⽌のため網掛け処理をしている。 

［調査概要・所⾒］ 
・資料の実⾒および写真撮影をおこなった。 
・朱印の押印は、墨書きの上からであることを⽬視で確認した。 
・「⾸⾥之印」（朱印）が本⽂冒頭に記載されている「⾸⾥之御詔」と本⽂末尾に記載されて

いる「年号（「乾隆四⼗年⼄未九⽉廿六⽇」「道光⼆⼗三年癸卯閏七⽉廿九⽇」「咸豊九年
⾟寅⼋⽉⼗⼀⽇」「咸豊六年丙⾠九⽉廿五⽇」）」の書き位置が揃えられている点を確認し
た。 

・今回調査を⾏った 2 点は、ともに咸豊年間に発出された辞令書であり、「向裔⽒狩俣⾸⾥
⼤屋⼦朝祥宛辞令書」（宮古島市総合博物館所蔵）と同⼀⼈物が作製した可能性があるこ
とを確認した。 

 
③沖縄調査 
［調査⽇程］2021 年 12 ⽉ 14⽇ 
［調査地］沖縄県⽴博物館・美術館 
［調査辞令書］ 

  
○⿇⽒渡嘉敷筑登之親雲上真守宛辞令書   ○⿇⽒上運天親雲上真守宛辞令書 

 （沖縄県⽴博物館・美術館所蔵）      （沖縄県⽴博物館・美術館所蔵） 
＊画像はコピー防⽌のため網掛け処理をしている。 
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   ○⿇⽒諸⾒⾥親雲上真守宛辞令書  ○⿇⽒嫡⼦諸⾒⾥⾥之⼦親雲上真弘宛辞令書 

 （沖縄県⽴博物館・美術館所蔵）    （沖縄県⽴博物館・美術館所蔵） 
＊画像はコピー防⽌のため網掛け処理をしている。 

  
○⿇⽒嫡⼦諸⾒⾥⾥之⼦親雲上真昆宛辞令書 ○⿇⽒嫡⼦諸⾒⾥思武太真恩宛辞令書 

 （沖縄県⽴博物館・美術館所蔵）    （沖縄県⽴博物館・美術館所蔵） 
＊画像はコピー防⽌のため網掛け処理をしている。 

［調査概要・所⾒］ 
・資料の実⾒および写真撮影をおこなった。 
・宮古島、⽯垣島調査の対象史料より約 100 年前の時期の史料であるが、朱印の押印は、墨

書きの上からであることを⽬視で確認した。 
・⾸⾥之印が本⽂冒頭の「⾸⾥」と「年号」の書き位置が揃えられている点を確認した。 
・以上の点より、乾隆期から琉球辞令書の作成規定はおおよそ変化が無かったと捉えること

ができる。 
・冒頭３点については、⼀⼈の⼈物への辞令内容が時系列で確認することができる⼤変貴重

な史料である。 
・４点⽬については、辞令書に書かれた位階が「⾥之⼦親雲上」となっており、冒頭３点の

辞令書を受給した真守の当初の位階「筑登之親雲上」とは異なっている。これは、真守の
功績（冒頭３点など）によって「筋⽬正」が⾏われたためと考えられる。 
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④東京調査 
［調査⽇程］2022 年 7 ⽉ 6⽇ 
［調査地］法政⼤学沖縄⽂化研究所など 
［調査資料］渡⼝真清書簡 
［調査概要・所⾒］ 
・いわゆる⽥名家⽂書に関する渡⼝真清の解説⽂が掲載されていた。 
 
④その他、収集データなど 
・「⼋重⼭⼤阿⺟任命書写真」（國學院⼤學折⼝博⼠記念古代研究所所蔵） 
・新出史料の確認 
 ⾺⽒次男仲村⾥之⼦親雲上良寛宛辞令書（乾隆 54、1789 年） 
 
２．研究成果 
（1）辞令書⼀覧の作成 
 これまでの調査で確認した２３０点の辞令書について、年号、受給者、地域、受給者情報

（所蔵先・所収先）、画像データの有無、本⽂テキストという項⽬⽴てでデータベースを
作成している。 

・作成中のデータベース⼀部抜粋 
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（2）本研究に関連する研究成果等 

・⿇⽣伸⼀「古⽂書からみる近世琉球」博物館⽂化講座（沖縄県⽴博物館・美術館）、2021
年 9 ⽉ 23 ⽇（オンライン／講演） 

・濵地⿓磨「近世琉球辞令書の書式変化について」第 159 回⾸⾥城研究会、2021 年 12
⽉ 12 ⽇、⾸⾥城公園管理センター（研究報告） 

・濵地⿓磨「⼝上（⼝上覚）、覚（覚写）の⽂書的性格について」第 161 回⾸⾥城研究会、
2022 年 3 ⽉ 12 ⽇、⾸⾥城公園管理センター（研究報告） 

・濵地⿓磨「〈史料紹介〉評定所⽂書に収録された任職関連⽂書」沖縄県教育庁⽂化財課
史料編集班編『沖縄史料編集紀要』第 45号、2022 年刊⾏。 

・濵地⿓磨「近世琉球辞令書の書式変化に関する⼀考察」⾸⾥城研究会編『⾸⾥城研究』
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第 24 号、2022 年刊⾏。 
 
（3）公開研究発表会 
［⽇時］2022 年 7 ⽉ 6⽇ 
［場所］琉球⼤学⽂系講義棟１１４教室 ＊
オンラインとのハイブリッド開催 
［内容］ 

趣旨説明 
⼭⽥ 浩世（報告資料） 

報告 
  ⽮野 美沙⼦「⾸⾥王府における⽂書

発給に関する⼀考察」 
  濵地 ⿓磨「乾隆期における親⾒世関

係の任職⽂書」 
  ⿇⽣ 伸⼀「三司官の任⽤と起請⽂」 
コメント 
  屋良健⼀郎・豊⾒⼭和⾏・⾼良倉吉 

  
 
おわりに 
 コロナウィルス感染症の蔓延から思うような調査はできなかったが、今回の調査研究で
は、これまでの研究では確認できなかった新たな史料を⼊⼿できたことは⼤きかった。また、
琉球辞令書を実⾒したことで、古⽂書学（史料学）の⼿法による分析に取り組むことができ
た。 
 今回得られたデータをもとに辞令書集成として公表できるレベルでデータベースをまと
めることができた。今後、解説付きの史料集としてまとめていく基礎ができたのは、今回の
事業のもっとも重要な成果である。本事業で得た成果をもとに琉球沖縄史の基礎史料とな
る琉球辞令書集成として公開していきたい。 


